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旦本穴
震災同
人類の

歴史に

私遜るほYあ穆穴な惨禍が革たちにもた民じま

し
弓

地震嘉震によって

多くの人たちが家や職場、

世帯い
家族や友人を一

瞬安J

ちに失い、
深刻な二
次的災

容も起乙
皇志した。
彼容の

会窓枠像は、
途

言語れるほ

どの
震に

よ皐字。

しか
し悲しん
明ほかりは

い
A玩ません。
こ

れほど厳

レい状
視の中
て

締奴起で

は多く
の人々

が力瀞吾わせ

て明日への

土葬繭み出そ

内正レているからです。
日

本中、
そして
世界か
民厳々

の応援・
支鍍が寄せられ、

復興に

向砂軒，聖さも績突に

強志ってい
ます。

日本

経済新聞社クロスメ

ディ

ζ轟周では、

主き

まな分野

明岩手曲家警

の療に
スポッ
トが泣コて、
多

くの人
に新たな
町緩症に

向げ

て歩む勇気戸湊揺茅穆

びかり
る広
告特集「
挑む！」

努接昨年か

A頒麗してき
宗υ

た。
そして次

の間特集安否

月末

に譲するまJm備を

進めていました。

その矢先
の穴災容。
私た

ちは休戚も考‘えましたが、

しか
し私たちにいま何がで

きるかを思い

巡A子と、
ぞ

れはが
んば
る人
の声を伝－え

る乙とでし

たよ缶じた思

い
で、「銚む！」
特集の取

穏に応

平之ださっ
た方々

の商売

震災後

民事伝托

たメッセージ
傍受えて4月

かA矯滅してい
ます。
今回

は国

瞭教鍍大掌怠穆固定・学

長の中崎衝撃己んです。

いまと
そ、
自
宅一
人ひ

と

りのがんば

る力彩｝合わせ

て逆続表羨り郡美
新しい

発展へ

の道を歩んでいきま

しょう。
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日本は「危険な国叡」に 人A残念ながら海外では不
なってしまったのでしょう 正確な情報や不安が姐り歩
か。外国の報道の影醤もあ きをして、日本の現状とは
ってか、大震災以降は本学 異なるイメージが先行して
の留学生も約半数が一時帰 いるようです。
圏、または完全帰国してし 今回の大震災による噂い
まいました。今どとで何が 犠牲に報いるためにも、ま
起きているのか、日本はと た日本の力強い復興のため
れからどうしていくのカ＼ にも、共通電密である英信
圏外に向貯正しい情報を迅 による正確、かつ速やかな
速に亮信していなければな 発信が必要方主可欠だと今回
らないのに、固としての広 改めて痛感しております。
報体制が全くなっていませ ： 

踏み出す人の声をエ｝ルに

企画 ・ 創作＝日本経済新聞社
クロスメディア営業局

日本はこれからどうするのか
いまこそ英語による
迅速・正確な情報発信を
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大
に7年前に関学した国原教

副刷工
養
祭大学
山内「就職務100

物」

の穴学として知られて

いる。
しかし、

中閣僚態学
後は留

学生と相部
屋の
寮生

長

は額解を招くと
妻、UE
活な
Y潟市に
勉強に
没頭でき

する。

る
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の逮属鹿凶厳回同司司刈列

い

人材位置成を日前にしてい
され
4年間
で率緩

できる学
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るのではない。
あくまで
生山
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議だ。
毒人材を

十
一全
電（中区富でグロ1
実

日支手長

野は震い 。
埜季 、文化

詳し議Zっ 。それ

パル化γ
時代に必嬰な
の療

用塁冒りがと
の地を
人類学
聖天

皇穿雲
放に、
秋田
の地

に会くゼロ

『国際教
さ
を備えた人材
肪れ、

争奪勾カ響広ザロ
撃に加え、
事

や信重4

から穴

学を宴宮内げる雲

の育成に

取り組み
続けてい
れる。

なYあ自然科学、
さちに釜
に
事Fれたとき、
自
らの理

るだ同りだ」。
乙の大学は国
「とれかちの社会に求め
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き集ま

でを纂援教育と
想のすべてを注ぎ込んだ。
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作品問町内初

埜冨人予備

簡もあっセT、

事
実
重
量
の一低下
完るの
堤

富菱をして
室。

手専門
霊
今
実学は日本
自
主

カ叫ばれて久しい。
ゆとり
待つ人々

卓謹書飴である
膿一慢

では経営

理整中金融理
より 、

会得界かA6売な学

教育

や少子高節化社会
の中

英困窮滋箆なコミュニケ1
処

世界各閣の笠宮文化研

生や教師
が祭つ
知の一
六拠

で育った
ZE

芸6李
ション
空ち 、
チlム
の中

究な《

国瞭人に必須
の膨

男、
秋田
売の穴学
教育へ

準差別物
毒宍
今や

で積極的な
Yダ1シップ

大義鍵蓄ち
の語
字

の挑戦が

日本の審カZ

長の大学は「入りやす
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夫均
そしてると
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く、
出
やすい」

もの介涯っ

必事室Cれる資質が、自ち

たちは文掌通り寸瞳券信し
「今後は企熊との連携に

た。

不治沼会ぷゆ穴学像とは
考えてやり銭くカであり、
んで勉強に打ち
・会ぷねば 、
よ
る曲央臨的な
教育の強化 、

対密にあるの
呪
同大学
そ

の警な
る華（リペ

2ュラ
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い。
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中
堅長はかつ
て一学
奪
取り組みたい」。
中陶
芸

したAJ人数教育、

l年曲の

地球
規槙で
適用す
る教楚
務めた

国立大学
で改事に挑
の次
なる改箪
はすでに進行

海外留学の緩務付け、
入学
が
巨額な
だけに、
勉強
の分
み、

旧院と党派住に
恩完
安」し
で動き出している。

来斤捗；＜.薬草

がんばる人がいるから、日本は元気になれる。
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秋田杉をふんだんに使用した

ユ二ーヲなデザインの図’書館

は、 いつでも勉強で曹る織を

提供するため、365日. 24 

時間開館している

「

広告　いまこそ日本　“全球化”時代に求められる人材を秋田の地から　日本経済新聞-2011.05.11


